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来訪者アンケートの集計結果 【回答者数：216人】

Q1） 年齢

アンケート回答者の年齢は、30～４０代が約８割
となった。

家族連れの来訪が多いため、親世代の回答者が多
くなったためと考えられる。

Q２） 居住地域

市内からの来訪が約９割で、葵区からの来訪が最
も多く、約半数の51%であった。

市外からの来訪は、隣接する藤枝市が７人で最も
多く、次いで焼津市と島田市が４人であった。

静岡東部の三島市・長泉町からも各２人が来訪し
ているほか、県外からは、愛知県・神奈川県・埼玉
県・千葉県から計７人が来訪しており、お盆等の帰
省時に合わせて利用していると考えられる。

Q３） 水辺の楽校に必要だと思う施設や
実施して欲しいイベント

回答者の約７割が「売店」を選択しており、次いで
「キッチンカー」が必要という意見が多かった。
休憩時間の楽しみや、昼を跨いた長時間の利用に
際して、飲食物を現地で購入できるサービスが期
待されていることが分かった。

「自然観察会」については、開校期間外の蛍の鑑賞
や、水辺の楽校の自然環境を生かした生物観察等
が想定される。

Q４） 利用の満足度

回答者の96％が「とても満足」「やや満足」と回答
しており、「とても不満」「やや不満」の回答は無
かった。
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売店

キッチンカー

カフェ

マルシェ

バーベキュー場

自然観察会

お花見イベント

その他
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とても満足

やや満足

普通

やや不満

とても不満

＜その他意見＞
コインロッカー・シャワー、トイレの増設、日陰、
インターネット環境、現状のままでいい など

＜その他意見＞
コインロッカー・シャワー、トイレの増設、日陰、
インターネット環境、現状のままでいい など

＜利用満足度の理由（主な意見を要約）＞
・安全に水に親しめる、安心して川遊びができる
・子どもが楽しめる、子どもが遊びやすい
・自由に遊べる
・自然の中で生き物とふれ合える
・無料で利用できる
・駐車場が広い 等 ※詳細は自由回答一覧を参照

＜利用満足度の理由（主な意見を要約）＞
・安全に水に親しめる、安心して川遊びができる
・子どもが楽しめる、子どもが遊びやすい
・自由に遊べる
・自然の中で生き物とふれ合える
・無料で利用できる
・駐車場が広い 等 ※詳細は自由回答一覧を参照
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運営者アンケートの集計結果 【回答者数：2２人】

Q1） 年齢

アンケート回答者の内訳は
世話人会10人・臨時ボランティア12人である。

世話人会回答者の年齢は６0代が２人で、他は
70代以上であった。
臨時ボランティア回答者の年齢は60代が１人で、
他は60才未満であった。

回答者の22人のうち、18人が「売店」を選択して
おり、次いで「自然観察会」「キッチンカー」が必要
という意見が多かった。

必要だと思う施設や、実施したいイベントの内容
は、来訪者の希望と一致している。

Q４） 運営上の課題

＜その他意見＞
川魚のつかみ、必要な施設なし
＜その他意見＞
川魚のつかみ、必要な施設なし
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施設の維持管理

出水時の対応・施設

河川敷の清掃・美化

情報発信・広報活動

人材育成・人手の確保

運営資金

その他

Q２） 水辺の楽校で、特に人気があると
感じた施設

回答者の22人のうち、18人が「川魚のつかみ取
り」を選択しており、開校期間中のイベントとして
来訪者からの問い合わせも多かった。

Q３） 水辺の楽校に必要だと思う施設や
実施したいイベント

回答者の22人のうち、1６人が「人材育成・人手
の確保」を選択しており、次いで「施設の維持管
理」「運営資金」が課題という意見が多かった。

水辺の楽校は毎日開校しており、期間中の安全な
運営に加え、売店や川魚のつかみ取り等のイベン
ト実施には、十分な人出確保できていない状況で
ある。


